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・肝臓は、どんな働き？ 
・肝炎とはどのような病気？ 
・ウイルス性肝炎はどんな病気？ 
・急性肝炎と慢性肝炎の違いは？ 
・Ｂ型肝炎とＣ型肝炎の違いは？ 
・感染しているかどうか調べるには？ 
・検査を受ける方法は？ 
・ウイルスの持続感染者とわかったら 
・ウイルス持続感染者の治療には専門医への相談が必要？ 
・肝炎ウイルスは、どのようにして感染する？ 
・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎はどのように感染する？ 
・Ｃ型肝炎ウイルス検査をお勧めする方 
・どのように予防できますか？ 
・感染の予防 
・インターフェロンの副作用を軽くするには 
・ウイルス性肝炎の治療に関する医療助成制度とは？ 



肝臓の働きには、 
 

１、三大栄養素である、糖質、 蛋白質、脂質を身体に 
  取り込んだり、貯えたり、またそれを 使う 

 

２、消化を助ける 
 

３、血液中のホルモン、薬物、毒物の代謝、解毒 
 

４、出血を止める作用 
 

５、ウイルスや細菌感染の防御 
 
 

★生きていくために、健康な肝臓であることが大切 
 



肝炎とは、「肝臓に炎症が起きること」肝臓の細胞が 

破壊されること 

原因： 

１、ウイルス性肝炎：肝炎ウイルスによる 

２、薬剤性肝炎：薬物や毒物、化学物質による 

３、アルコール性肝炎：アルコールによる 

４、自己免疫性肝炎： 

  異物を攻撃するための免疫系が、自分自身を    

      攻撃してしまうこと 



肝炎ウイルスに感染して、肝臓の細胞が 

壊れていく病気 

 

Å主な肝炎ウイルスには、 

  A型・B型・C型・D型・E型 がある 
 

B型及びC型肝炎ウイルス患者・感染者は 

国内最大の感染症と言われている 

 

 



急性肝炎 

急に発症し、１～２ヶ月の経過で治癒する肝炎 

Ａ～Ｅ型すべてが発症する可能性がある 
 

慢性肝炎 

血液生化学的肝障害が６ヶ月以上持続する状態 

ＢとＣ型で慢性肝炎Ҧ肝硬変・肝がんへと進行する 
 



１、B型肝炎は、成人してからの感染では、 

 急性肝炎を起こして治ることが多い 
 

  C型肝炎は、感染すると高い率で慢性肝炎を

起こし、肝硬変や肝がんといった病気に進行
しやすい 

 

２、B型肝炎の方が感染力が強い 



  血液を調べる 

  高い頻度で判定が可能 

 
肝炎ウイルスに感染した直後では、 

体の中にウイルスが 

存在しても、検査で 

感染を発見できないこともある 

 

場合によっては、複数回の検査が必要なこともある 

 

  



 

１、B型肝炎、Ｃ型肝炎の検査を保健所で無料で
行っている 

 

２、検査には、予約が必要 

 （近くの保健所に問い合わせてください） 

    



１、定期的に受診し、肝臓の状態を知る 
 

２、医師に無断で薬を止めたり、服用したりしない 
 

３、規則正しい生活を心がける 

    本人による自己管理が重要 
 

４、飲酒を控える 
 

５、標準体重の維持に努める。 



１、精密検査･治療法選択の相談等のため必要 
 

２、B型肝炎治療に関する最新の知識、経験による 

  ことが望ましい 
 

３、進んだ慢性肝炎を放置すると、肝硬変・肝がんに    

      進展することもある 
 

定期的に専門医を受診し、「異常」が起こってないか 

確認し生活する 



* 肝炎ウイルスが含まれている輸血をした場合 
 

*注射、注射針を肝炎ウイルスに感染している人と  

  共用した場合 
 

* 肝炎ウイルス陽性の血液を傷のある手で触ったり、針刺

し事故を起こした場合 
 

* 肝炎ウイルスに感染している人が使用した器具を、適切

な消毒をせず、そのまま入れ墨、ピアスの穴あけなどを
した場合 



 

１、使った注射針・注射器を共有した場合 
 

２、血液がついた針を誤針した場合 
 

３、輸血・臓器移植などを行った場合 
 

４、性交渉を持った場合 
 

５、感染している母親から生まれた場合 

（適切な感染予防措置を講じなかった場合） 

 

血液あるいは、ウイルス量の多い人からは、体液などを介して感染する 



１、１９９２（Ｈ２）年以前に輸血を受けた 
 

２、大きな手術を受けた 
 

３、血液凝固因子（輸入非加熱・非加熱凝固因子）製剤を投与した 
 

４、フィブリノゲン製剤（フィブリン糊としての使用を含む）を投与した 
 

５、長期に血液透析を受けている 
 

６、臓器移植を受けた 
 

７、薬物濫用者、入れ墨をしている 
 

８、ボディピアスをしている 
 

９、その他 



１、他の人の血液に触れないことが大切 
 

２、常識的な社会生活を心がけていれば、 

  日常生活で感染することはまずあり得ない 

 

 

 

 



１、歯ブラシ・カミソリなど血液がついている可能性のある 

    ものを共用しない 
 

２、他の人の血液に触れるときは、ゴム手袋を着ける 
 

３、注射器、注射針を共用して、非合法の薬物（覚醒剤、 

     麻薬等）の注射をしない 
 

４、入れ墨、ピアスをするときは、適切に消毒された器具で 

    あることを必ず確かめる 
 

５、よく知らない相手との性行為にはコンドームを使用する 

 

  夫婦間でのB型肝炎の感染予防にはワクチンが有効 

  



１、どのような副作用がでたか主治医に話す 
 

２、減量する 
 

３、インフルエンザ様の症状は、 

  解熱鎮痛薬を投与等の方法がある 

 

かかりつけ医と相談しましょう 
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Ｈ２２年度からＢ型肝炎及びＣ型肝炎のインター 

フェロン治療及び核酸アナログ製剤治療に対する 

医療費助成が開始された 

 

詳しくは、 

徳島県のホームページをご覧下さい 
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